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県
立
松
浦
高
等
学
校
は
（
以
下
「
松
高
」）

は
、松
浦
市
に
あ
る
唯
一
の
高
等
学
校
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
松
高
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

な
る
？
」
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

も
し
松
浦
市
か
ら
松
高
が
な
く
な
っ
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
松
高
生

の
元
気
な
声
が
ま
ち
か
ら
消
え
、
松
浦
市

は
若
者
の
い
な
い
活
気
の
な
い
ま
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
は
市
外
の

高
校
へ
進
学
し
、
遠
距
離
通
学
、
下
宿
、

入
寮
す
る
こ
と
に
な
り
、
通
学
費
や
下
宿

費
な
ど
、
保
護
者
へ
の
経
済
的
負
担
が
大

き
く
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
7
月
29
日
現
在
、
松
高
の
全

校
生
徒
数
は
２
３
７
人
で
す
。
全
日
制
課

程
で
、
普
通
科
（
2
ク
ラ
ス
）
と
商
業
科

（
1
ク
ラ
ス
）
の
2
学
科
で
編
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
学
年
の
定
員
は
１
２
０
人
で

す
が
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
定
員
割
れ

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

松
高
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
「
地
域
科

学
科
」
と
「
商
業
科
」
の
2
学
科
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
の
新
時

代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
教
育
に
関
す
る

制
度
改
正
（
令
和
3
年
）
に
よ
る
も
の
で
、

普
通
科
の
学
び
に
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
学
び
を

大
学
を
含
め
た
進
学
を
最
優
先
に
考
え
た

な
ぜ
松
高
を
支
援
す
る
の
か

学
科
と
し
て
設
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

松
浦
市
で
は
、
松
高
の
「
地
域
科
学
科
」

と
「
商
業
科
」
の
2
つ
の
学
科
で
学
ぶ
こ

と
で
、
進
学
も
就
職
も
し
っ
か
り
と
し
た

進
路
実
現
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
の
学
び
を
通
じ
て
「
郷

土
愛
」
を
育
み
、
将
来
、
松
浦
市
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
地
元
の
高

校
に
し
か
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
松
高
の
存
続
、
そ
し
て
松

高
生
の
将
来
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
制
度
を
設
け
て″
松
高
の
魅
力
づ
く
り
″

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

特集特集
次代を担う人材を育て、シン化する高校次代を担う人材を育て、シン化する高校

～地域に密着した地元の高校・松浦高校支援事業～～地域に密着した地元の高校・松浦高校支援事業～
　　松浦高校は、昭和37年に開校した市内唯一の高等学校。今年度は創立60周年松浦高校は、昭和37年に開校した市内唯一の高等学校。今年度は創立60周年
を迎え、来年4月から普通科の名称が地域科学科へ変わります。を迎え、来年4月から普通科の名称が地域科学科へ変わります。
　今月は本市が行う支援事業、そして地域科学科の特徴についてお知らせします。　今月は本市が行う支援事業、そして地域科学科の特徴についてお知らせします。

▲ 3学年の夏季補習の様子
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市
が
松
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
支
援
し
て

い
る
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。
な
お
、

①
②
は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
補
助
で
、
③
〜
⑤
の
魅
力
向
上
等
を

目
的
と
し
た
事
業
は
予
算
の
範
囲
内
で
の

補
助
と
な
り
ま
す
。

①
生
徒
確
保
支
援
事
業

・
下
宿
費
補
助
（
5
千
円
〜
２
万
５
千
円
）

・
航
路
通
学
費
補
助
（
全
額
）

②
進
学
及
び
就
職
支
援
事
業

・
模
擬
試
験
受
験
料
補
助
（
½  
以
内
）

　

進
研
実
力
、
進
路
マ
ッ
プ
、
県
一
斉
、

　

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
英
語
技
能
検
定
）、
全
統

　

マ
ー
ク
な
ど

・
就
職
模
擬
試
験
受
験
料
補
助
（
½  
以
内
）

　

就
職
模
試
、
看
医
模
試
、
公
務
員
模
試

　

な
ど

・
資
格
試
験
受
験
料
補
助
（
½  
以
内
）

簿
記
検
定
、
珠
算
、
電
卓
検
定
、
情
報

　

処
理
検
定
、
全
商
英
検
1
〜
3
級
、
漢

　

検
2
〜
3
級
な
ど

・
補
習
受
講
費
用
補
助
（
½  
以
内
）

早
朝
補
習
、
放
課
後
補
習
、
土
曜
補
習
、

各
種
検
定
補
習
、
そ
の
他
補
習
教
材
な
ど

松
高
支
援
の
内
容

③
地
域
連
携
及
び
魅
力
発
信
事
業

・
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
、
文
化
部
芸
術
祭

   （
対
象
経
費
全
額
）

④
部
活
動
強
化
対
策
事
業

・
高
校
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

　
（
対
象
経
費
全
額
）

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

・
進
路
実
現
・
人
材
育
成
に
関
す
る
も
の　

　
（
対
象
経
費
全
額
）

市
で
は
こ
れ
以
外
に
も
地
域
課
題
解
決

型
学
習
「
ま
つ
ナ
ビ
」
へ
の
人
的
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
高
の
魅
力
化
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
29
年
に
Ａ
Ｋ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
の
ス
テ
ー
ジ
衣
装
制
作
を
手
が
け

る
「
オ
サ
レ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が
立
ち
上
げ

た
学
校
制
服
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｏ
．Ｃ
．Ｓ
．Ｄ
．」

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
制
服
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
こ
の
制
服
に
使
わ
れ
て
い
る
チ
ェ
ッ

ク
柄
「
松
浦
タ
ー
タ
ン
」
は
、
英
国
を
代

表
す
る
世
界
的
キ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
「
キ
ン

ロ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
社
」
か
ら
世
界

に
一
つ
だ
け
の
チ
ェ
ッ
ク
柄
と
し
て
、
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
松
浦
高
等
学
校
支
援
事
業
を
開
始
。
保
護
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
の
事
業
に
加
え
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
制
服
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
高
校
魅
力
向

上
の
取
り
組
み
な
ど
に
も
助
成
を
行
い
、
学
校
存
続
の
た
め
の
生
徒
確
保
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　　　　　 卒業生インタビュー（就職）

　　　　　　　住商エアバッグ・システムズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社勤務

　　　　　　　大久保　香
か え

絵さん 　　
　　　

　　　　卒業生インタビュー（進学）

　                    公立大学法人　名桜大学
   　看護学科１年

　　　　百武　歩
あゆむ

さん

　

私
は
看
護
師
を
目
指
し
て
、
大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
。

私
が
今
の
大
学
に
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
松

高
生
時
代
に
市
の
支
援
制
度
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

受
験
や
就
職
の
際
は
、
参
考
書
の
購
入
、
模
擬
試
験

の
受
験
な
ど
出
費
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
就
職
や

受
験
を
有
利
に
進
め
る
た
め
、
資
格
や
検
定
の
取
得
が

必
須
に
な
り
ま
す
。
松
浦
市
か
ら
の
手
厚
い
補
助
が
他

校
と
比
べ
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ（
利
点
）と
な
り
、

進
路
実
現
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
も
英
語
検
定
や
漢
字
検
定
、
模
擬
試
験
な
ど
多
く

の
補
助
を
受
け
、
自
分
の
夢
の
た
め
に
大
学
へ
通
う
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ま
つ
ナ
ビ
で
の
松

浦
タ
ー
タ
ン
の
研
究
や
部
活
動
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
色
ん
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
松
浦
市
の
よ
う
な
地
方
を
包
括
的
に
、
健

康
面
か
ら
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
看
護
師
に
な
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

卒業生に聞きました　卒業生に聞きました　松浦高校に進学して…松浦高校に進学して…

　

松
高
は
、
自
分
の
家
か
ら
近
い
こ
と
、
勉
強
と
部
活

を
両
立
し
な
が
ら
進
学
や
就
職
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
と
聞
き
、
通
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
見
た
制
服
が
か
わ
い
い
と
思
っ
た
こ

と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

ま
つ
ナ
ビ
で
は
、
松
浦
市
が
ア
ジ
の
水
揚
げ
日
本
一
と

い
う
こ
と
に
加
え
て
、
フ
グ
な
ど
も
養
殖
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
色
ん
な
漁
法
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

3
年
生
の
時
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
や
高
総
体

が
無
く
な
り
、
思
い
出
作
り
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
規
模
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
体
育
祭
・
文
化
祭
が
開

催
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
し
、
い
い
思
い
出
で
す
。　

　

進
路
に
つ
い
て
は
、
県
外
に
出
よ
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
高
校
生
活
を
送
る
中
で
松
浦
が
い
い
と
い
う

思
い
が
芽
生
え
、
最
終
的
に
家
族
や
友
達
が
近
く
に
い

る
こ
と
、
松
浦
が
好
き
で
松
浦
市
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
、
地
元
に
就
職
し
ま
し
た
。

特集　次代を担う人材を育て、シン化する高校特集　次代を担う人材を育て、シン化する高校
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松
高
で
は
、平
成
29
年
度
か
ら
高
校
・
行
政
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
課
題
解
決
型
学

習
「
ま
つ
ナ
ビ
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
つ
ナ
ビ
と
は
、「
松
浦
市
」
と
「
学
び
」

を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
松
浦
市
内
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
地
調
査
な
ど
）
を
行
い
、

市
の
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
実
践
し
た

り
、
提
言
（
発
表
）
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
県
内
で

初
め
て
文
部
科
学
省
の
、
地
域
と
の
協
働

に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
地

域
魅
力
化
型
）
研
究
委
託
を
受
け
、
令
和

2
年
度
か
ら
3
年
間
、
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
Ｍ
Ｎ
Ｐ
）
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
・
市
議
会
・

市
教
育
委
員
会
・
小
中
学
校
校
長
会
・
松
浦

商
工
会
議
所
・
松
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
・ 

松
高
同
窓
会
・

長
崎
大
学
・
長
崎
県
立
大
学
・
エ
ミ
ネ
ン
ト

ス
ラ
ッ
ク
ス
㈱
な
ど
も
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
連
携
会
議
）
組
織
の
委
員
と
し
て
参
加
し
、

意
見
交
換
や
生
徒
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
普
通
科
・
商

業
科
が
一
緒
に
な
っ
て
自
分
た
ち
が
選
ん

だ
テ
ー
マ
ご
と
に
班
を
編
成
。
地
域
と
の
協

進学 進学計 内訳

国公立大学 10 広島大学、★佐賀大学、★長崎大学 2人、★長崎県立大学 4人、★名桜大学、
北九州市立大学

私立大学 17
長崎総合科学大学 2人、日本経済大学 3人、西九州大学 3人、鎮西学院大学 2人、
大阪人間科学大学、法政大学、長崎国際大学、日本薬科大学、関東学院大学、
立教大学、昭和音楽大学

短期大学 4 香蘭女子短期大学、佐賀女子短期大学、大分短期大学 2人

専門学校 34 佐世保市立看護 5人、宗像看護、佐世保市医師会看護、伊万里看護 2人、武雄看護リ
ハビリ、九文歯科衛生士学院 2人、佐世保高専 2人、その他 20 人

計 65

就職等 就職計 内訳

松浦市内 7
近江鍛工㈱、住商エアバッグ・システムズ㈱ 3人、日本遠洋旋網漁業協同組合、
㈱昭和ボーリング、㈱電計社

松浦市以外の
県内

20

千住病院、アリアケジャパン㈱九州工場 3人、丸神総建、長崎県信漁連、
㈱スエオカ、双葉産業㈱長崎工場、八光商事㈱、老健施設サクラ、㈱エイコー商事、
長崎部品㈱ 2人、赤木コーセイ㈱、㈱ドラッグストアモリ、青洲会病院、ながさき
西海農協、㈲ニシ・マイカーセンター、自衛隊、自営

県外ほか 7 看護学生、バスガイド、調理員、販売員など

計 34

【第 57回生（99人）進路実績】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人

働
に
よ
り
、
地
域
を
素
材
に
し
て
課
題
研
究

に
取
り
組
み
、
高
1
か
ら
高
3
ま
で
の
3
年

間
の
学
び
に
よ
っ
て
、
本
気
で
松
浦
の
未
来

を
担
い
た
い
と
考
え
る
姿
勢
を
育
む
こ
と

を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
論
理

的
思
考
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

デ
ー
タ
分
析
な
ど
か
ら
解
決
策
を
導
く
学

び
が
で
き
、
進
学
先
や
就
職
先
で
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
た
時
に
必
要
と
な
る

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
地
域
の

魅
力
を
発
見
し
、「
地
域
に
残
る
」生
徒
や「
将

来
松
浦
市
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
生
徒
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
で
学
ぶ
「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

松
浦
高
等
学
校
支
援
事
業
の
一
環
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
地
域
課
題
解
決
型
学
習
「
ま

つ
ナ
ビ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
、
県
教

育
委
員
会
が
管
理
機
関
と
な
り
、文
部
科
学
省
の
研
究
委
託
事
業
「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

★「まつナビ」での学びをいかして大学受験に合格した生徒がいる国公立大学

▲ 2学年のまつナビの様子



5 　 Matsuura City Public Relations,2021.9

【
ま
と
め
】

　

市
は
、
松
高
を
卒
業
し
た
生
徒
が
地

元
へ
就
職
し
た
り
、
市
外
へ
進
学
し
た

後
、
将
来
松
浦
市
へ
戻
っ
て
き
た
り
（
還

流
）
す
る
な
ど
、
松
浦
市
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
松
浦
高
校

支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
開
催
し
た
地
域
版
未
来

会
議
に
は
松
高
の
生
徒
や
先
生
方
に
も

参
加
頂
き
、
松
浦
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
真
剣
に
意
見
を
述
べ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
市
は
、
地
域
に
密
着
し

た
地
元
の
高
校
を
こ
れ
か
ら
も
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

         

政
策
企
画
課　

内
線
３
１
８

　

地
域
科
学
科
へ
の
変
更
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
ま
つ
ナ
ビ
」
な
ど
の
地
域
と
密
着
し

た
学
び
な
ど
の
取
り
組
み
が
国
や
県
に
評

価
さ
れ
た
結
果
で
す
。

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
松
高
に
進
学

す
る
こ
と
で
大
学
進
学
や
就
職
な
ど
の
希

望
す
る
進
路
を
一
人
ひ
と
り
が
実
現
し
、
あ

わ
せ
て
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を

身
に
つ
け
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
科
学
科
で
は
、
総
合
的
な
探
究
の

時
間
（
1
〜
3
年
）
で
自
分
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
、
決
断
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
（
進
路
計
画
の
策
定
）」
を
行

い
、
自
ら
考
え
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
（
進

路
計
画
）
に
応
じ
た
普
通
教
科
の
学
び

（
1
〜
3
年
）
に
加
え
て
、
学
校
設
定
科

目
（
1
・
2
年
）
と
し
て
地
域
課
題
解
決

型
学
習
（
ま
つ
ナ
ビ
）
に
取
り
組
み
ま
す
。　
　

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
3
年
間
で
普
通
科
の
教

科
の
学
び
に
加
え
、
課
題
解
決
能
力
（
課
題
発

見
力
・
論
理
的
思
考
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
）
や
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
教
育
委
員
会

は
、
こ
の
松
高
の
取
り
組
み
を
他
校
へ
も
展
開

す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
か
ら
松
高
の
「
普
通
科
」
は
、全
国
初
の
「
地
域
科
学
科
」
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、国
の「
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
教
育
に
関
す
る
制
度
改
正（
令
和
3
年
）」

に
基
づ
く
も
の
で
、高
等
学
校
に
お
け
る
「
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
」
の
弾
力
化
（
普

通
科
改
革
）
に
よ
る
も
の
で
す
（
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　　　

     　　長崎大学教育学部

                     　　 井手　弘人 准教授

ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
専

門
家
と
し
て
月
に
数
回
、
松
高
を
訪
れ
生
徒
な
ど
に
助
言
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
教
育
界
で
は
「
学
力
」
を
世
界
基
準
に
あ
わ
せ
る

改
革
が
進
行
中
。
①
知
識
・
技
能
、
②
思
考
力
・
判
断
力
等
、

③
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
の
3
つ
の
柱
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
備
え
る
こ
と
を
学
力
と
定
義
し
ま
し
た
。
知
識
を
増
や

す
だ
け
で
は
不
足
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
世
の
中
に
関
わ
る
場

面
が
あ
り
、
今
の
学
力
が
伸
ば
せ
ま
す
。
進
学
や
就
職
で
見

る
学
力
も
こ
の
流
れ
を
受
け
て
変
わ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　

　

松
浦
高
校
に
は
、「
ま
つ
ナ
ビ
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
、

松
浦
市
の
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
環
境
が
す
で
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
他
地
域
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

松
浦
市
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
中
学
生
ま
で
に

身
近
な
学
校
区
の
個
性
を
体
感
し
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
そ

れ
が
、松
高
に
入
っ
た
後
、学
力
を
伸
ば
す
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　　　
　　　　長崎県立松浦高等学校

　　　　　　小野下　和宏校長

　

松
高
は
、「″
シ
ン
化
″
す
る
学ま
な
び
や舎
」
で
す
。

″
シ
ン
化
″
と
は
、
次
の
①
〜
③
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

①
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
に
応
じ
た
「
基
礎
的
な

　

学
び
」
と
「
ま
つ
ナ
ビ
」
を″
深
〞
め
る
こ
と
。

②
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
「
課
題
解
決
能
力
」
と
「
ふ

　

る
さ
と
を
大
切
に
す
る
姿
勢
」
を″
伸
〞
ば
す
こ
と
。

③
①
で
培
っ
た
②
の
「
力
」
を
最
大
限
活
用
し
て
、
松
高

　

生
一
人
ひ
と
り
の″
進
〞
路
希
望
の
実
現
を
図
る
こ
と
。

　

来
年
度
か
ら
、地
域
科
学
科
（″
シ
ン
化
〞
し
た
普
通
科
）

で
は
大
学
を
含
む
進
学
を
、
商
業
科
で
は
松
浦
市
内
を
は

じ
め
と
す
る
就
職
を
目
指
し
た
教
育
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

松
浦
の
子
ど
も
は
、
松
浦
で
育
て
る
。
松
高
で
、
人
生

を
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
身
に
付
け
る
。

　

そ
の
理
念
の
実
現
の
た
め
、
松
高
の
教
育
活
動
に
対
す

る
、
松
浦
市
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

指導者が考えるこれからの「松高」

〝
シ
ン
化
し
た
〞
新
た
な
普
通
科
「
地
域
科
学
科
」
の
導
入

特集　次代を担う人材を育て、シン化する高校特集　次代を担う人材を育て、シン化する高校
【
県
教
育
委
員
会
コ
メ
ン
ト
】

　

こ
れ
か
ら
の
大
学
や
社
会
で
は
、
自
ら
学
ぶ

力
や
課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
科
学
科
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
普
通

科
教
育
を
基
盤
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
最
先
端
の
学
び
を
取

り
入
れ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
高
い
進
路
目
標

の
達
成
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※省略文字：　   問合せ先


